
健康で快適な住まいづくりにお役立ち

ダイケンの天井材ならそんな悩みにお応えします

こんな“困った”が増えています

音が響いて

聞き取りにくい

クロスの
目スキや切れ

湿気・カビ

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
ＶＯＣなど

まずは一部屋から始めてみませんか？

湿度を調節して室内を快適に保ちます調湿

音の反射を抑えて、生活音を心地よく整えます吸音

室内のホルムアルデヒドを吸着・分解します吸ﾎﾙ

寝室、子供部屋に・・・睡眠時の湿気や臭いへ配慮した安らぎの空間に

リビング＆ダイニングに・・・大型テレビの音、話し声を聞き取りやすく

準備 施工 ①

施工 ② 施工 ③

のこぎり、大型カッター、さしがね、スケール、チョークライン（墨つぼ）

タッカー、かなづち、木工用ボンドなど

①必要な工具類

タッカー チョークライン

天井材の留め付けに使い

ます。ステープル（針）

も必要です。

天井材の張り方には「レンガ張り施工」と「流し張り施工」がありますので

どちらかを選びます。通常は「レンガ張り」をおすすめします。

②割付けパターンの決定

天井面に基準線を引く

ために必要です。

■レンガ張り施工 ■流し張り施工

①割付基準線の施工

一番壁際に施工される天井材が

左右同じ寸法になるよう割付を

すると、見た目がきれいに仕上

がります。

壁際に施工される天井材の目安

となるよう、基準線を天井面に

引きます。通常は天井の長辺側

に向かって右奥のコーナー部か

ら張り始めます。

天井材は接着剤

とステープルの

併用で留めつけ

ます。

①天井材の施工－１

天井材には雄実（おざね）

と雌実（めざね）がついて

います。

雌実（めざね）に雄実

（おざね）を差し込んで

施工していきます。雄実

はステープルで天井下地

材に留め付けていきます。

一列目が終わったら

二列目、三列目と

順次施工していき

ます。

①天井材の施工－２

ステープルを打つ前には必ず

目スキや位置ズレの確認をして

ください。目スキや位置ズレ

が発生した場合は、雌実部に

当て木を沿わせてハンマーで

たたいて調整してくだい。

②仕上げ

壁際の天井材と壁面との間には隙間が

生じます。市販の廻り縁などを使って

隙間を隠すと見た目がきれいに仕上が

ります。

隙間をかくす

簡単施工方法（詳しい施工方法は売り場係員にお尋ねください）

裏面側


